
毎月 2 回　1 日・16 日発行

http://www.city.semboku.akita.jp/

ご入園おめでとう
仙北市で認定こども園がスタート！（関連記事3ページ）



仙北市の花まつり
桧木内川堤のソメイヨシノに角館武家屋敷のシダレザクラ、刺巻湿原のミズバショウ、西

木町八津・鎌足のかたくり、と仙北市の春を象徴する３つの花がいよいよ開花を迎えます！

春の訪れを告げるとともに色鮮やかに咲く花々が私たちの目を楽しませてくれます。

角館の桜まつり　
　　　　　　　　　　4月20日（月）～ 5月5日（火・祝）

桧木内川堤には2キロメートルにわたってソメイヨシノが
咲き誇ります。武家屋敷等には、樹齢300年以上の古木や、
国の天然記念物に指定されている162本のシダレザクラが
あります。期間中は桜のライトアップや各種イベントが行
われ、祭りに華を添えます。

　問　　角館の観光行事実行委員会（仙北市観光課内）　
　　　　☎ 43-3352
　　　　仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」　☎ 54-2700

刺巻水ばしょう祭り　
　　　　　　　　　4月11日（土）～ 5月 6日（水・祝）

国道46号沿いの広さ約3ヘクタールの刺巻湿原にミズ
バショウやザゼンソウが一面に咲き誇ります。国道や線
路沿いでこれほどの群生地は珍しいです。
清らかな水面とミズバショウの乳白色のハーモニーは訪
れる人々に癒しを与えてくれます。

　問　　仙北市田沢湖観光情報センター「フォレイク」
　　　　☎ 43-2111

かたくり群生の郷開園　
　　　　　　　　　4 月18日（土）～ 5 月 3 日（日・祝）

西木町の特産品である西明寺栗の栗園に、密度・規模と
もに日本最大級の薄紫色の可憐なかたくりの花が群生し
ています。 
また、4月上旬には福寿草の花も群生し、さまざまな山
野草が楽しめます。

　問　　かたくり群生の郷保存会　☎ 47-3535

第４回仙北市バスケットボール大会

１２チームが熱戦展開
　

３
月
29
日
、
仙
北
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
角
館
中
学
校
体
育
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
47
年
会
が
12

チ
ー
ム
の
頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。

　

３
チ
ー
ム
ず
つ
が
４
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
予
選
を
行
っ
た
後
、
各

リ
ー
グ
の
１
位
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
み
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
、
47
年
会
と
Ｂ
Ｋ
46
が

対
戦
し
、
一
進
一
退
の
攻
防
戦
を

制
し
た
47
年
会
が
見
事
優
勝
し
ま
し

た
。
試
合
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。【
優
勝
】
47
年
会

【
準
優
勝
】
Ｂ
Ｋ
46
【
３
位
】
Ｓ
・
Ｃ
・

Ｏ　

Ａ
、
ウ
エ
ス
ト
モ
ン
キ
ー
ズ

スポーツは人を育て、地域を元気にする

中村和雄氏特別講演会
　

日
本
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
（
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
）
秋
田
ノ
ー

ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
前
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
で
、
現
在
、
秋
田
県
体
育
協
会
ゼ

ネ
ラ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
中

村
和
雄
氏
の
講
演
会(

仙
北
市
体
育

協
会
主
催
）
が
３
月
29
日
、
角
館
樺

細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
氏
は
、「
チ
ー
ム
づ
く
り
と

地
域
づ
く
り
は
似
て
い
る
」
と
の
持

論
を
展
開
し
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
お

け
る
自
分
の
役
割
や
選
手
と
そ
の
家

族
へ
の
接
し
方
な
ど
、
幅
広
く
興
味

深
い
話
題
で
、
会
場
を
大
い
に
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

だしのこ園、神代こども園が４月から一新

幼保連携型認定こども園スタート
　

４
月
１
日
、
だ
し
の
こ
園
と
神
代

こ
ど
も
園
が
、
仙
北
市
第
１
号
の
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
に
行
わ
れ
た
だ
し
の
こ

園
の
開
園
式
・
入
園
式
に
は
、
た
く

さ
ん
の
関
係
者
が
参
加
し
て
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

入
園
式
で
は
、
名
前
を
呼
ば
れ
た

園
児
た
ち
が
、
元
気
に
「
は
い
」
と

返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
に
は
、
神
代
こ
ど
も
園

で
も
開
園
式
・
入
園
式
が
行
わ
れ
、

両
園
と
も
新
し
い
体
制
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
が
楽
し
み
で
す
。　

角館温泉「花葉館」

入湯者数２００万人達成
　

３
月
21
日
、
角
館
温
泉
「
花
葉

館
」（
角
館
町
西
長
野
：
高
橋
義
男

代
表
取
締
役
）
の
温
泉
入
湯
者
数
が

２
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
２
０
０
万
人
目
と

な
っ
た
の
は
、
家
族
で
訪
れ
た
と
い

う
大
仙
市
の
鈴
木
正
喜
さ
ん
。

　

鈴
木
さ
ん
に
は
、
お
祝
い
の
花
束

と
記
念
品
の「
花
葉
館
ペ
ア
宿
泊
券
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

思
わ
ぬ
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
笑
顔
を
見

せ
た
鈴
木
さ
ん
は
、「
天
気
が
良
か
っ

た
の
で
、
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
み

た
。
こ
れ
を
機
に
ま
た
足
を
運
び
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
突
然
の
こ
と
で
び
っ
く
り
し
た
」
と
話
す
鈴
木

さ
ん
。
花
葉
館
の
入
湯
者
２
０
０
万
人
は
平
成

８
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
19
年
目
で
達
成
。

参加した各チームのスピードあふれるプレーに、会場は熱い応援
に包まれました。

幼保連携型認定こども園となった「だしのこ園」の開園式。記念
のテープカットが行われました。

角館町出身の田口成浩選手については「素直な心をもった選手」。
選手には、「厳しくもするが褒めることが大事」と話す中村氏。

地域の話題仙北市のできごとをおとどけ
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田沢湖再生
クニマス里帰りプロジェクト

秋田県市町村未来づくり協働プログラム

企画政策課
　☎ 43-1112

● 

田
沢
湖
畔
の
賑
わ
い
づ
く
り
の
推
進

　
《
田
沢
湖
歴
史
案
内
人
の
育
成
》
地
元
住
民

で
構
成
す
る
「
田
沢
湖
歴
史
案
内
人
」
を

育
成
し
、
田
沢
湖
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
観
光
客
等
に
紹
介
・
継
承
す
る
体
制
を

構
築
し
ま
す
。

　
《
Ｅ
Ｖ
（
電
動
ア
シ
ス
ト
）
自
転
車
の
整
備
》

田
沢
湖
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
ゆ
っ
た
り
と

周
遊
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
田

沢
湖
春
山
地
区
に
加
え
、
ク
ニ
マ
ス
未
来

館
に
Ｅ
Ｖ
（
電
動
ア
シ
ス
ト
）
自
転
車
の

貸
し
出
し
ブ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。

　
《
公
道
で
の
タ
ン
デ
ム
ツ
ー
リ
ン
グ
の
実
施
》

県
内
で
初
め
て
と
な
る
公
道
で
の
タ
ン
デ
ム

ツ
ー
リ
ン
グ
（
二
人
乗
り
自
転
車
）
の
実
施

に
向
け
て
、
必
要
な
規
制
の
特
例
措
置
を
講

じ
、
新
た
な
周
遊
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

田
沢
湖
、
角
館
、
西
木
が
連
携
し
た

体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

● 

地
域
資
源
を
活
か
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

再
構
築

　
こ
れ
ま
で
教
育
旅
行
の
推
進
を
通
じ
て
取
り

組
ん
で
き
た
多
種
多
様
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に

加
え
、
新
た
に
企
業
や
団
体
等
も
利
用
可
能

な
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
加
え
る
な
ど
、

田
沢
湖
、
角
館
、
西
木
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資

源
を
活
か
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
再
構
築
を

図
り
ま
す
。

● 

田
沢
湖
と
そ
の
周
辺
地
域
の
情
報
交
流
の

推
進

　

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
、
周
辺
地
域
の
各
施
設

や
観
光
情
報
に
つ
い
て
、
市
や
観
光
連
盟

田
沢
湖
の
再
生
に
向
け
た
環
境
整
備

● 

田
沢
湖
の
再
生
に
向
け
た
環
境
保
全
意
識

等
の
向
上

　《
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
（
仮
称
）
整
備

事
業
》
田
沢
湖
畔
大
沢
地
区
に
「
田
沢
湖

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
（
仮
称
）」
を
整
備
し
、

ク
ニ
マ
ス
や
か
つ
て
田
沢
湖
に
生
息
し
て

い
た
魚
類
の
生
体
展
示
、
田
沢
湖
の
歴
史
・

文
化
に
関
す
る
資
料
等
の
展
示
を
行
う
ほ

か
、
教
育
旅
行
や
体
験
学
習
な
ど
で
活
用

す
る
学
習
ス
ペ
ー
ス
や
大
学
等
が
活
用
可

能
な
研
究
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。

　
《
湖
畔
の
再
生
（
鳴
砂
の
復
活
）
に
向
け
た

環
境
整
備
》
田
沢
湖
白
浜
の
鳴
砂
の
復
活

を
目
指
し
、
地
域
団
体
、
民
間
企
業
、
有

識
者
、
行
政
等
で
構
成
す
る
組
織
を
新
た

に
立
ち
上
げ
、
今
後
必
要
と
な
る
取
組
に

つ
い
て
関
係
機
関
が
連
携
し
て
検
討
・
実

施
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
《
田
沢
湖
再
生
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
整

備
事
業
》
田
沢
湖
の
再
生
を
目
指
す
郷
土

愛
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ク
ニ
マ
ス
未
来
館

隣
に
「
田
沢
湖
再
生
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
」
を
整
備
し
ま
す
。

　広報せんぼく 2月 1日号でお知らせしました、「田沢湖再生クニマス里帰りプロジェクト」
について、田沢湖クニマス未来館（仮称）整備事業をはじめ詳しい事業内容をお知らせします。

等
が
発
す
る
ブ
ロ
グ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

情
報
拡
散
性
の
高
い
媒
体
を
通
じ
た
情
報

交
流
を
推
進
し
ま
す
。

田
沢
湖
湖
底
調
査
事
業

　
秋
田
県
が
実
施
し
て
い
る
玉
川
の
酸
性
水
に

係
る
調
査
に
加
え
、
新
た
に
田
沢
湖
の
湖
底

を
中
心
に
し
た
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
田
沢

湖
の
水
質
改
善
に
向
け
た
調
査
や
研
究
を
秋

田
県
や
秋
田
大
学
と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

『
田
沢
湖
再
生
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
は
秋
田
県
と
の
協
働
事
業
で
、
さ
ら
に
秋

田
大
学
等
関
係
機
関
と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

クニマスなどの生体展示や田沢湖の歴史・文化に関
する資料の展示、田沢湖を眺める展望ホールを計画。
※部屋の構造などは今後変更となる場合があります。

大曲農業高校「農業クラブ」の実験
風景。秋田大学や田沢湖再生に取り
組む団体等の活動拠点として活用。

白浜の清掃活動の様子。鳴砂
の復活に向けた環境整備の第
一歩として、市民などを広く
巻き込んだ清掃活動やモニタ
リング調査などを実施。

展示された鳴砂。教育旅行や体験
学習のほか、鳴砂の展示や企画展
の開催など多目的に活用。

クニマス歴史案内人イメージ。クニマス漁など田沢
湖の歴史や文化を紹介し、次世代へ継承する体制を
構築します。

平成 25 年 3 月 7 日　山梨県から田沢湖に到着した
クニマス稚魚 10 尾。

平成 26 年 11 月 26 日　仙北市と秋田大学との連携
協定締結式。田沢湖の湖底を中心とした調査・研究
を連携して進めます。

角館・西木地区も含めた田沢湖周辺の地域資源を活
かした体験メニューを再構築（写真は玉川ダム）。

START!

クニマス未来館と周辺図

平成 27 年度　クニマス未来館実施設計・田沢湖湖底調
査事業

平成 28 年度　クニマス未来館建設工事・モニュメント
整備・環境学習プログラム等の作成ほか

平成 29 年度　クニマス未来館オープン・各種ソフト事
業の実施

平成 30 年度　各種ソフト事業の実施

※財源については国や県の補助金等を活用します。

プロジェクトスケジュールについて
（平成 27 年度～平成 30 年度）

総事業費　約 4 億 3,000 万円

田沢湖

大
沢
駐
車
場

田
沢
湖
再
生
シ
ン
ボ
ル
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
予
定
場
所

基本方針

　1940年にクニマスが絶滅し、2010年にクニマスが西湖で再発見され、その2日後に

クニマス里帰りプロジェクトが発足された。このような過去・現在・未来というような時

の流れを取り入れた、物語性のある展示計画とします。

主な展示内容

①プロローグ

②史料：クニマスや田沢湖に関する史料の展示。

③年表：クニマスの歴史をパネルで紹介。

④クニマス生活史：クニマスの生活や生息環境をパネルで紹介。

⑤田沢湖断面模型・西湖断面模型：模型を使い生息地等を解説。

⑥クニマス・ヒメマス・その他の水槽：稚魚、幼魚、成魚、をそれぞれの水槽で展示。 展示計画図

　 ヒメマスとの比較や、田沢湖に住んでいたその他の魚を紹介。

⑦地下水脈の保全：クニマス里帰りプロジェクトによる活動をパネルで紹介。

⑧研究資料：プロジェクトによる研究成果を資料やパネルで紹介。

断面図 イメージパース

11．展示計画

11-1

11-2

展示計画 ＮＯＮ １０

SCALENAME OF DRAWINGPROJECT NAMEARCHITECT SHEET NO．

（仮称）田沢湖ナショナルトラストセンター

（田沢湖クニマス史料館）基本設計業務

株式会社 渡辺佐文建築設計事務所

モヤ森自転車道

研究スペース 学習スペース

クニマス等展示スペース
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定住対策推進室
4/1 設置　人口減少対策や空き家利活用対策を推進

田沢湖生保内字宮ノ後 30
☎ 43-1112　fax 43-1300

e-mail  teijyu@city.semboku.akita.jp
仙北市定住応援情報「えぐきてけだんし」　http://www.city.semboku.akita.jp/egukite/

定
住
対
策
推
進
室
の
新
設

　

若
者
を
中
心
と
し
た
人
口
の
流
出
が
続
き
、

さ
ら
に
高
齢
化
や
少
子
化
等
の
進
行
に
よ
り

人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状

に
歯
止
め
を
か
け
、
定
住
人
口
を
確
保
し
て

住
み
よ
い
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
平
成
27

年
度
か
ら
企
画
政
策
課
の
所
属
機
関
と
し
て

定
住
対
策
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

空
き
家
を
紹
介
し
て
い
ま
す

　

田
舎
暮
ら
し
を
希
望
さ
れ
る
方
か
ら
問
い

合
わ
せ
の
多
い
「
空
き
家
」
の
情
報
提
供
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
提
供
を
い
た
だ
い
た

物
件
に
つ
い
て
は
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
定
住
応
援
情
報
「
え
ぐ
き
て
け
だ
ん
し
」

市
内
に
所
有
し
て
い
る
空
き
家
が
あ
り
ま
し
た
ら
、空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

空き家情報登録制度の概要イメージ図

空き家所有者

空き家情報バンク

空き家利用希望者

② 

空
き
家
利
用
希
望
者
申
込
み

④ 

購
入
・
賃
貸
希
望

⑤ 

連 

絡

⑥ 

売
買
・
賃
貸
の
交
渉
・
契
約

① 

空
き
家
登
録
申
込
み

③ 

情
報
提
供

内
に
空
き
家
情
報
を
掲
載
し
、
仙
北
市
に
興

味
の
あ
る
方
、
第
二
の
人
生
を
快
適
か
つ
有

意
義
に
過
ご
し
た
い
と
お
考
え
の
皆
さ
ま
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
事
業

● 

仙
北
市
定
住
対
策
新
婚
世
帯
家
賃
助
成
事

業
【
新
規
事
業
】

　

市
内
外
の
新
婚
世
帯
が
仙
北
市
の
集
合
住

宅
や
貸
家
に
転
入
、
転
居
し
た
際
の
家
賃

補
助
を
行
い
、
定
住
人
口
の
維
持
・
増
加

に
つ
な
げ
ま
す
。

　《
対
象
者
》
助
成
を
申
請
す
る
日
よ
り
前
３

年
以
内
に
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
方
で
、
平

成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
新
た
に
市
内
の
賃

貸
住
宅
等
を
契
約
し
、
入
居
し
た
方

　
《
助
成
金
》
１
世
帯
当
た
り
家
賃
月
額
の
２

分
の
１
以
内
（
上
限
２
万
円
）

● 

定
住
促
進
奨
励
金
事
業
【
継
続
事
業
】

　

取
得
し
た
宅
地
や
家
屋
の
固
定
資
産
税
額

に
相
当
す
る
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。（
宅

地
や
家
屋
に
対
し
て
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
る
初
年
度
か
ら
３
年
度
限
り
。）

　《
対
象
者
》
市
外
在
住
者
で
、
市
内
に
宅
地

や
家
屋
を
新
規
に
取
得
し
、
定
住
し
た
方

● 

住
宅
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す

　

詳
細
は
広
報
せ
ん
ぼ
く
４
月
１
日
号
19

ペ
ー
ジ
ま
た
は
都
市
整
備
課
（
☎
43-

２
２
９
５
）
ま
で
。

● 

仙
北
市
農
林
業
で
田
舎
暮
ら
し
体
験
事
業

【
新
規
事
業
】

　

市
内
の
空
き
家
で
の
お
試
し
生
活
を
提
供

し
、
首
都
圏
等
か
ら
の
移
住
者
増
加
を
図

り
ま
す
。

　《
対
象
者
》
当
市
へ
の
移
住
や
移
住
を
契
機

に
新
規
就
農
を
考
え
て
い
る
県
外
在
住
者

● 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
【
新
規
事
業
】

　

都
市
地
域
か
ら
過
疎
地
域
等
に
生
活
の
拠

点
を
移
し
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
と

し
て
活
動
す
る
方
を
２
人
募
集
し
ま
す
。

隊
員
は
、
一
定
期
間
、
市
内
に
居
住
し
て
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販

売
・
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
お
こ
し
の
支
援
や
、

農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民
の
生
活
支

援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
を
行
い
、

そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。

　

３
月
18
日
、
仙
北
市
の
温
泉
事
業
で
、
湯
量
や

温
度
調
整
の
作
業
中
に
、
重
大
な
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
の
事
故
で
温
泉
事
業
に
ご
協
力
を
い

た
だ
く
市
民
２
名
と
、
主
管
の
企
業
局
職
員
１
名

が
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
心
か
ら
お
悔
や

み
を
申
し
上
げ
ま
す
。
起
き
て
は
い
け
な
い
事
故

で
す
。
ご
家
族
の
皆
様
に
は
た
だ
た
だ
申
し
訳
な

く
、
市
民
の
皆
様
や
温
泉
関
係
者
に
も
、
お
詫
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
故
現
場
は
、
カ
ラ
吹
き
源
泉
２
号
井
か
ら

２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
っ
た
地
点
で
す
。
地
中

に
埋
め
ら
れ
た
引
湯
管
は
、
田
沢
湖
高
原
温
泉
郷

の
旅
館
・
ホ
テ
ル
を
中
心
に
温
泉
を
配
湯
す
る
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
（
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
不
具

合
な
箇
所
を
雪
か
ら
掘
り
出
し
、
作
業
を
し
て
い

た
も
の
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
こ
の
雪
穴
底
部
に

滞
留
し
た
硫
化
水
素
ガ
ス
を
吸
引
し
た
こ
と
が
原

因
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
状
況
は
現
在

も
調
査
中
で
す
。

　

市
の
事
故
対
策
本
部
で
は
、
関
係
機
関
か
ら
も

協
力
を
い
た
だ
き
、
様
々
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
未
整
備
だ
っ
た
温
泉
施
設
の
管
理
作
業
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
な
が
ら
作
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。
先
ご
ろ
は
温

泉
事
業
関
係
者
に
お
集
ま
り
を
い
た
だ
き
、
安
全

対
策
の
強
化
を
図
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後

も
全
力
で
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

仙
北
市
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
災
害
や
事
故
で
、

多
く
の
皆
様
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
は
何

を
し
て
来
た
の
か
、
私
た
ち
が
追
い
求
め
る
「
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
口
先
だ
け
の
こ

と
だ
っ
た
の
か
、
何
か
最
も
大
切
な
も
の
を
見
過

ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
…
。
責
任
者
と
し
て

猛
省
と
自
問
自
答
の
毎
日
で
す
。
市
民
の
皆
様
に

は
日
常
に
潜
む
危
険
で
命
を
落
と
さ
れ
な
い
よ

う
、
改
め
て
お
願
い
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
事
故
対
策

と
同
時
進
行
で
、
仙
北
市
は
新
た
に
多
種
多
様
な

事
業
に
着
手
を
し
ま
す
。
市
役
所
組
織
の
再
編
や

人
事
異
動
な
ど
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
戸
惑
い
が

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
ら
全
て
が
、

市
の
存
続
や
再
生
・
発
展
に
不
可
欠
な
取
り
組
み

と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
方
創
生
特
区
の
指
定
は
、
全
国
か
ら
衆
目
の

的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
特
区
指
定
は
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
、
未
来
を

拓
く
鍵
を
い
た
だ
い
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
描
い
た

構
想
が
現
実
の
も
の
と
出
来
る
か
ど
う
か
は
、
地

域
を
守
り
、
市
勢
を
前
進
さ
せ
よ
う
と
い
う
情
熱

の
結
集
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

仙
北
市
長　

門
脇　

光
浩

『
お
願
い
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
』

No.79

まちづくり
日記

《
公
募
の
趣
旨
》

　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、

介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
基
盤
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
公
募
は
、
公
正
に
事
業
者
を
選
定
・
指

定
し
、
よ
り
優
良
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

確
保
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

《
応
募
要
件
》

①
設
置
主
体
は
法
人
で
あ
る
こ
と
。

②
整
備
年
度
内
に
事
業
の
開
始
が
可
能
で

あ
る
こ
と
。

③
介
護
保
険
法
第
78
条
の
２
第
４
項
各
号

に
該
当
し
な
い
こ
と
。

④
応
募
に
係
る
説
明
会
に
参
加
す
る
こ
と
。

《
応
募
に
係
る
説
明
会
》

○
日
時
：
５
月
15
日
（
金
）
午
後
２
時
～

○
場
所
：
大
仙
市
役
所
仙
北
庁
舎
３
階  

第
１
会
議
室

○
申
込
期
限
：
５
月
８
日
（
金
）
午
後
５
時

※
法
人
名
、
参
加
者
名
、
電
話
番
号
、
開

設
を
希
望
す
る
事
業
名
、
開
設
予
定
地
、

開
設
予
定
時
期
を
明
記
し
、
左
記
宛
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》

　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合  

介
護

保
険
事
務
所  

事
業
監
査
班

　

〒
０
１
４-

０
８
０
５

　

大
仙
市
高
梨
字
田
茂
木
10
番
地　

大
仙

市
役
所
仙
北
庁
舎
３
階

　

☎
０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
３

　

FAX
０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
４

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
公
募
お
よ
び
説
明
会
に
つ
い
て

《公募する地域密着型サービス》

事業の種類 整備年度

看護小規模多機能型居宅介護

（旧複合型サービス）
平成 27 年度

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護
平成 27 年度
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日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

各
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
、
地

域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
角
館
の
桜
ま
つ
り
の
期
間
に

併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
名
産
品
を

中
心
に
交
流
都
市
の
魅
力
を
発
信
す
る

交
流
都
市
物
産
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
開
催
日
／

　

４
月
29
日 

水
・
祝 

・
30
日 

木 

　

●
開
催
時
間
／
10
時
～
16
時

●
会
場
／
仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎
前

●
参
加
都
市
／
長
崎
県
大
村
市
、
茨
城

　

認
知
症
で
徘
徊
し
行
方
不
明
に
な
っ

た
高
齢
者
を
よ
り
早
く
発
見
し
保
護
す

る
た
め
、
本
人
の
特
徴
等
を
電
子
メ
ー

ル
で
配
信
す
る
取
り
組
み
『
仙
北
市
認

知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
』
を
開
始
し
ま
す
。

　

仙
北
市
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
は
、

認
知
症
高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

場
合
に
、
警
察
だ
け
で
な
く
地
域
の
協

力
を
得
て
早
期
に
保
護
発
見
す
る
し
く

み
で
す
。既
存
の
仙
北
市
安
全
安
心
メ
ー

ル
か
ら
配
信
し
ま
す
。

　

ご
家
族
等
が
仙
北
警
察
署
な
ど
に
捜

『
仙
北
市
安
全
安
心
メ
ー
ル
』
の

登
録
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
に
協
力
し
て

く
だ
さ
る
方
は
、
次
の
方
法
で
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
重
要
／

　

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登

録
さ
れ
る
方
で
ド
メ
イ
ン
指
定
受

信
を
設
定
し
て
い
る
場
合
は
、
指

定
受
信
リ
ス
ト
に
「@

anshin.city.
sem

boku.akita.jp

」
を
登
録
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
方
法
は
携
帯
電
話
会
社
や
機
種

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

携
帯
電
話
会
社
や
販
売
店
等
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
配
信
さ
れ
る
情
報
／

　

防
災
情
報
等
災
害
情
報
、
認
知
症
Ｓ

Ｏ
Ｓ
な
ど
。
登
録
は
、
防
災
情
報
等

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

配
信
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
以
下

の
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。
登
録
可
能
な
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
は
、
各
プ
ロ
バ
イ
ダ
や
携
帯
電

話
会
社
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
月
の
最
初
に
来
る
曜

日
が
第
１
の
曜
日
・
２
回
目

に
来
る
曜
日
が
第
２
の
曜
日

に
な
り
ま
す
。

　

上
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、

緑
色 

が
第
１
の
曜
日
の
月
曜

～
金
曜
日
、 

青
色 

が
第
２
の

曜
日
の
月
曜
～
金
曜
日
、 

橙
色 

が
第
３
の
曜
日
の
月
曜
～
金

曜
日
に
な
り
ま
す
。
今
一
度
、

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
４
月
よ
り
、
土
曜･

日
曜
・
年
末
年
始
を
除
き
月
曜

～
金
曜
日
ま
で
祝
日
も
ゴ
ミ
の

収
集
を
し
ま
す
。

※
ゴ
ミ
袋
に
集
落
名
・
町
内
名
や

名
前
を
書
い
て
い
な
い
物
が
見

ら
れ
ま
す
。
そ
の
様
な
ゴ
ミ
は

収
集
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
集
積
所
を
利
用
し
て
い

る
方
々
の
た
め
に
も
、
必
ず
書

い
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
（
角
館
町
薗
田
）

　
☎
（
54
）
３
３
０
５

４
月
30
日 

木

『
夜
間
納
税
窓
口
』
開
設
の
お
知
ら
せ

長
崎
県
大
村
市
、
茨
城
県
常
陸
太
田
市
、
秋
田
市

『
交
流
都
市
物
産
展
』
開
催

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
て

『
仙
北
市
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
』
の
お
知
ら
せ

●
日
時
／

    

４
月
30
日 

木   

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎
（
43
）
１
１
１
７

県
常
陸
太
田
市
、
秋
田
市

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎
（
43
）
１
１
１
２

索
願
を
届
け
た
後
、
市
の
メ
ー
ル
配
信

を
希
望
さ
れ
た
家
族
等
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
、
仙
北
市
安
全
安
心
メ
ー
ル
を
登

録
さ
れ
て
い
る
方
に
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

発
見
の
際
は
、
声
か
け
・
通
報
、
情

報
提
供
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
通
報

は
仙
北
警
察
署
（
☎
（
53
）
２
１
１
１
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
西

木
庁
舎
）
☎
（
43
）
２
２
８
３

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
『
家
庭
ゴ
ミ
収
集
日
程
表
』

曜
日
の
見
方
と
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
お
願
い

（例）

日 月 火 水 木 金 土

1
第1水曜日

2
第1木曜日

3
第1金曜日

4

5 6
第1月曜日

7
第1火曜日

8
第2水曜日

9
第2木曜日

10
第2金曜日

11

12 13
第2月曜日

14
第2火曜日

15
第3水曜日

16
第3木曜日

17
第3金曜日

18

19 20
第3月曜日

21
第3火曜日

22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

●
登
録
方
法
／

《
方
法
１
》
空
メ
ー
ル
で
簡
単
登
録
！

①
登
録
し
た
い
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
か
ら

toroku@
anshin.

city.sem
boku.

akita.jp

へ

空

メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

（
件
名
や
本
文
は
空
欄
で
構
い
ま
せ
ん
）

②
『
仙
北
市
・
安
全
安
心
情
報 

登
録
の

ご
案
内
』
と
い
う
件
名
の
メ
ー
ル
が

配
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
内
容
に
従
っ

て
本
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
登
録
が
正
常
に
完
了
す
る
と
、
登

録
完
了
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

《
方
法
２
》
登
録
ペ
ー
ジ
　http://

anshin.city.sem
boku.akita.jp/

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
、
自
分
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力

①
登
録
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
必

要
事
項
を
入
力
の
う
え
、
登
録
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②
登
録
が
正
常
に
完
了
す
る
と
、
登

録
完
了
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

●
配
信
を
解
除
し
た
い
場
合
／
解
除

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
現
在
登
録

し
て
い
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力

し
て
解
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

『認知症 SOS メール』利用イメージ

捜索願

市にメール
配信を希望

発見者が
警察へ連絡
53-2111

家族・知人など

市内警察署・交番・派出所仙北警察署

仙北市安全安心メール配信発見

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159

information
市役所からのお知らせ

9 8Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく



　

生
後
91
日
以
上
の
犬
に
は
、
生
涯
１
回
の
登
録

と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
法
律

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
り
、
住
所
・
飼
い

主
が
変
更
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
必
ず
届
出

が
必
要
で
す
。

●
問
合
せ
／
市
民
生
活
課  
消
費
生
活
係
（
角
館
庁

舎
）
☎
（
43
）
３
３
０
８

犬
の
登
録
と

春
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
日
程

注射手数料

１頭につき　3,250円
（注射済票交付手数料 550 円含む）

登録手数料

１頭につき　3,000円

田沢湖地区

時間 場所

５
月
12
日[

火]

　９：００～　９：１０ 刺巻駅前

　９：２０～　９：３０ 四十程会館前

　９：４０～　９：５５ 野村田向会館前

１０：０５～１０：１５ 手倉相内会館前

１０：２５～１０：５５ 市役所田沢湖庁舎 駐車場

１１：０５～１１：１５ 大杉沢団地会館前

１１：２５～１１：５０ 武蔵野会館前 ( 生保内中付近）

１３：００～１３：１５ 上滝沢部落会館前

１３：２５～１３：４０ 武蔵野第１会館前

１３：５５～１４：２０ 石神会館前

１４：３０～１４：４０ 田子ノ木（千葉商店前）

１４：５０～１５：００ 大沢部落会館前

５
月
13
日[

水]

　９：３０～　９：４０ 鎧畑バス停前

　９：５０～１０：００ 打野会館前

１０：１０～１０：２５ 田沢出張所前

１０：３５～１０：４５ 先達バス停付近

１０：５５～１１：２０ 高野バス停前

１１：３０～１１：４０ 高原 ( 田沢プラトーホテル前）

５
月
14
日[

木]

　９：００～　９：１０ 大荒田会館前

　９：２５～　９：３５ 真崎野会館前

　９：４５～１０：００ 東田部落会館前

１０：１０～１０：３０ いこいの森公園駐車場

１０：４０～１０：５０ 森腰構造改善センター前

１１：００～１１：１０ 岡崎生活改善センター前

１１：２０～１１：３０ 院内部落会館前

１１：３５～１１：４５ 上院内バス停前

１３：００～１３：３０ 神代出張所駐車場

１３：４０～１３：５０ 生田会館前

１４：００～１４：３０ 羽根ヶ台会館前

１４：４０～１４：５０ 内陸線羽後太田駅前

西木地区

時間 場所

５
月
18
日[

月]

　９：３０～　９：４０ 戸沢ポンプ置場前

　９：５０～１０：００ 桁沢バス停付近

１０：１０～１０：３０ 紙風船館前

１０：４０～１０：５０ 三共児童館前

１１：００～１１：１０ 中里児童館前

１１：２５～１１：３５ 相内潟 浅利賢治郎様宅前

１３：００～１３：２０ 吉田体育館前

１３：３０～１３：４５ 桧木内出張所駐車場

１３：５５～１４：１０ 久保生活改善センター前

１４：２０～１４：３０ 山口改善センター前

５
月
19
日[

火]

１０：００～１０：１０ 潟野・十二峠部落会館前

１０：２０～１０：３５ かたくり館駐車場

１０：４５～１０：５５ 堂村部落会館前

１１：０５～１１：２５ 山崎部落会館前

１１：３５～１１：４５ 西荒井部落会館前

１３：００～１３：１０ 堀之内部落会館前

１３：２０～１３：３５ 上門屋会館前

１３：４５～１４：０５ 西木公民館駐車場

角館地区

時間 場所

５
月
20
日[

水]
　９：００～１０：００ 旧角高グラウンド

１０：１０～１０：２０ 旧保健センター駐車場

１０：３０～１０：４０ 金谷呉服店横

１０：５０～１１：００ 旧老人福祉センター前

１１：１０～１１：４０ 桜美町駐車場

１３：００～１３：２０ 中川集落センター前

１３：３０～１３：４０ 川崎文化振興会館前

１３：５０～１４：００ 雫田児童館前

５
月
21
日[

木]

　９：３０～　９：４５ 川下田部落会館前

　９：５５～１０：１０ 鬼壁第一貯蓄会館前

１０：２０～１０：３０ 八割コミュニティセンター前

１０：４０～１０：５０ 下延コミュニティセンター前

１１：００～１１：２０ 雲然住民センター前

１１：３０～１１：４０ 雲沢集落センター前

１３：００～１３：１５ 下花園集会所前

１３：２５～１３：４０ 釣田部落会館前

１３：５０～１４：０５ 白岩集落センター前

１４：１５～１４：３０ 広久内林業会館前

１４：４０～１４：５０ 旧仙北農業共済組合北部連絡所駐車場

今年は 5 月 27 日（水）開催！

美術館コレクション展

歳
月
（
角
館
・
武
家
屋
敷
）
森
田
幸
子

4 月 18 日（土）～ 6 月 21 日（日）
会期中無休　

平福記念美術館
開場時間：午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）

入館料　：一般（高校生以上）300 円　中学生以下 200 円
　　　　　※仙北市民は無料

問合せ　：平福記念美術館　☎ 54-3888

平福記念美術館では、18日から当館の所蔵作品をはじめ、これまで寄贈された作品や寄託作品の中
から約 20点を展示します。江戸時代から現在にかけての日本画作品、郷土出身作家の油彩画、仙
北市と縁（ゆかり）のある作家が描いた木版画等、様々なジャンルの作品が一堂に並びます。ぜひ、
桜の美しい季節に美術館の作品も一緒にご鑑賞ください。

※詳しい内容は今後の市広報、市ホームページ等で
　お知らせしますので、ぜひご覧ください。

【問合せ】仙北市チャレンジデー実行委員会事務局
　　　　（仙北市スポーツ振興課内）　☎４３- ３３９０

市民総参加健康づくりの日

スポーツで明るく元気な仙北市！

今年で５回目の参加となる「チャレンジデー」が５月２７日（水）に開催されます。
対戦相手は神奈川県松田町（人口１１，５０２人、参加２回目）に決定しました。
チャレンジデーは午前０時から午後９時までの間に継続して１５分以上の運動
やスポーツ等を行った住民の参加率（％）を対戦自治体と競うものです。
普段体を動かしている人はもちろん、動かしていない人も当日は１５分だけ運
動をしてみてはいかがですか？気分転換や心身のリフレッシュになると思い
ます。当日は運動をして報告しましょう！

桜まつり期間中の 4 月 20 日（月）～ 5 月 5 日（火）は
駐車場が有料となります。

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159
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保健・健康の掲示板 Bulletin board ほけん・けんこうのけいじばん

9 時 30 分～ 10 時 30 分

　　北光金属（株）田沢湖工場

11 時 00 分～ 12 時 00 分

　　仙北警察署

13 時 30 分～ 14 時 30 分

　　角館消防署

15 時 00 分～ 16 時 00 分

　　さわやか桜館

◆ 問合せ／保健課   ☎ 55-1112

22 日 水

４月の献血日程

【全血/400ml献血にご協力ください】

参加者募集！

運動サークル無料体験

健康管理センターでは、３種類の運動サークル

が活動しています。１回無料体験に参加し、自

分に合った運動をみつけてみませんか？新しい

仲間を募集しています。

ぜひいらしてください。

◆ 無料体験日／ 5 月 14 日 木

◆ 講師／小林 恵津子 先生

◆ 内容／ゆったりとした動きと呼吸を

合わせた経絡気功と整形外科ドク

ター考案のトレーニング布ゴムバン

ドでの上・下半身の筋トレを笑いの

中で皆さんで行っている教室です。

◆ 通常料金／ 800 円／回（月 2 回実施）

◆ 無料体験日／ 5 月 8 日 金

◆ 講師／鈴木 悦子 先生

◆ 内容／用具を使用することで、誰で

も「気軽に」「体に無理なく」でき

る体操です。遊びの要素・ダンスを

取り入れながら仲間と楽しく体操が

続けられるよう工夫されています。

◆ 通常料金／ 600 円／回（月 2 回実施）

◆ 無料体験日／ 5 月 11 日 月

◆ 講師／柴田 栄宜 先生

◆ 内容／筋トレ、ストレッチ、有酸素

運動、頭の体操をおりまぜ、皆さん

で楽しく体を動かしています。介護

予防や認知症予防、メタボ予防にも

効果的です。

◆ 通常料金／ 800 円／回（月 2 回実施）

◆ 共通事項／

○ いずれも場所は健康管理センター（角館）のホール

になります。

○ 10 時から開始で、その前に体脂肪等の計測を行っ

ています。

○  申し込み不要。直接会場にお越しください。

◆ 問合せ／保健課   ☎ 55-1112

気功体操３Ｂ体操 健康体操

肝炎ウイルス検査を受けたことがありますか？

100 人に 1 人が感染に気付いていない！？

　肝臓がＢ型肝炎ウイルスやＣ型肝炎ウイルスに感染していても、あまり

症状が現れないために、感染に気が付かないことがほとんどです。「自分

がＣ型肝炎ウイルスに感染していることを気が付かずにいる人は、全国で

100 万人以上」ともいわれています。つまり、「およそ 100 人に 1 人はＣ

型肝炎ウイルスに感染しているが気付いていない」という計算になります。

放置すると肝がんへ進行

　肝炎ウイルスは、感染を放置しておくと、慢性肝炎→肝硬変→肝がんへ

と進行する可能性があることから、早期に発見して適切な治療を行うこと

が大切です。

無料で検査しています

　秋田県では、検査を受けやすくするため、保健所で無料肝炎ウイルス検査

を実施しているほか、医療機関でも無料肝炎ウイルス検査を実施しています。

※詳しくは、美の国秋田ネットで、「肝炎ウイルス検査」と検索してみてください。

　これまでに検査を受けたことがない方は、ぜひ一度、検査を受けてみて

ください！

◆ 問合せ／保健課   ☎ 55-1112

　神代診療所からお知らせ

　平成 27 年 4 月から毎月第 1 木曜日が

休診日になります。ご不便をおかけしま

すが、よろしくお願いします。

◆ 問合せ／神代診療所   ☎ 44-2118

生涯学習課　 ☎43-3383

田沢湖公民館 ☎43-1061

角館公民館　 ☎54-1110

西木公民館　 ☎47-3100

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

　

身
体
を
動
か
す
機
会
の
な
い
冬
場
に
「
思
い
っ

き
り
ダ
ン
ス
を
」
の
呼
び
か
け
に
11
人
の
女
性

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
講
師

で
あ
る
進
藤
先
生
指
導
の
も
と
、
身
体
を
部
分

的
に
動
か
す
ボ
デ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
ボ
ッ
ク

ス
、
ヒ
ー
ル
＆
ト
ゥ
の
タ
ー
ン
な
ど
ス
テ
ッ
プ

を
組
み
合
わ
せ
て
レ
ッ
ス
ン
し
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
リ
ズ
ム
に
乗
れ
な
か
っ
た
り
、
足

と
手
が
バ
ラ
バ
ラ
な
動
き
に
な
っ
た
り
と
悪
戦

苦
闘
し
ま
し
た
が
、
全
６
回
の
レ
ッ
ス
ン
で
楽

し
く
み
ん
な
で
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
大
満
足
の

う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

次
回
は
初
夏

の
頃
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま

す
。
市
広
報

で
募
集
し
ま

す
の
で
お
見

逃
し
な
く
！

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室

【
西
木
公
民
館
】

　

冬
期
講
座
で
一
番
人
気
の
「
ん
み
ゃ
も
の
料

理
教
室
」
が
２
月
20
日
、
神
代
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
講
師
の
千
田
ミ
ワ
さ
ん
の
丁

寧
な
指
導
の
も
と
、「
山
菜
お
こ
わ
」「
く
る
み

焼
き
ゆ
べ
し
」
の
２
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
ほ
と
ん
ど
が
ベ
テ
ラ
ン
級
の
腕
前

で
、
手
際
よ
く
調
理
さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。
試
食
で
は
「
ん
み
ゃ
な
～
、
ん
み
ゃ

ご
ど
～
」
と
会
場
い
っ
ぱ
い
に
笑
顔
が
広
が
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ん
み
ゃ
も
の
伝
承
料
理
教
室

【
田
沢
湖
公
民
館
】

生
涯
学
習
活
動
紹
介

皆さん毎回楽しくレッスンに参加しました。

（写真上）手際よく調理する参加者の皆さん。

（写真下左）山菜おこわ　

（写真下右）くるみ焼きゆべし

に
し
き
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

１
０
５
一
斉
植
栽
日
に
つ
い
て

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
に
し
き
の
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
１
０
５
一
斉
植
栽
」
を
今
年
は
５
月
31

日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま

た
今
年
も
地
域
に
花
の
植
栽
を
希
望
す
る
集

落
・
団
体
等
へ
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
苗
を
配
布

し
ま
す
。
詳
し
く

は
次
回
広
報
５
月

１
日
号
へ
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

サ
ー
ク
ル
活
動
を

　
し
て
い
る
方
に
お
願
い

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
市
民
の
新
し
く
何
か
を

学
ん
で
み
た
い
！
趣
味
や
特
技
を
通
じ
て
新
し

い
仲
間
や
友
人
を
増
や
し
た
い
！
そ
ん
な
要
望

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
現
在
市
内
で
活
動
し
て

い
る
サ
ー
ク
ル
・
団
体
等
の
情
報
を
ま
と
め
た

平
成
27
年
度
版
「
仙
北
市
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
」

を
作
成
し
ま
す
。

　

市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
活
動
内
容
等
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、掲
載
を
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル・

団
体
等
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
生

涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

free fl
y
!

　

市
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。
参

加
し
て
み
た
い
な
ど
、
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
は
生

涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
紹
介

活動日時　毎週月曜日か金曜日 9:30～11:30 の間で 1 時間程度

　　　　　月曜『エアロビクス』、金曜『ピラティス』

活動場所　勤労青少年ホーム　会員数  女性 20 人

　

「
子
育
て
中
の
マ
マ
達
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時

間
を
!!
」
と
、
託
児
付
き
で
の
活
動
を
始
め
て

２
年
。
今
で
は
育
児
真
っ
最
中
の
方
か
ら
、
お

子
さ
ん
か
ら
手
が
離
れ
た
方
ま
で
一
緒
に
身
体

を
動
か
し
て
い
ま
す
。
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
気
持

ち
よ
く
汗
を
流
し
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
ス
ト
レ
ッ

チ
や
体
幹
を
鍛
え
る
な
ど
、「
楽
し
く
な
く
っ

ち
ゃ
!!
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
毎
回
賑
や
か
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
体
験
も
大
歓
迎
。
一
緒
に
心
も

身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？
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《問合せ》／仙北市スポーツ少年団本部事務局

　　　　　（仙北市教育委員会  スポーツ振興課内）

　　　　　 ☎ 43-3390

仙北市には、スポーツ少年団が 32 団体あります。

入団を希望される方はいつでも見学可能です。

お気軽にお越しください。

団名（親の会代表） 対象者 活動場所 活動日時

● 野球

角館マックス

（伊藤進）
小学 1 年～ 6 年 角館小野球場等 （月・水・金）17:00 ～ 19:00　（土）9:00 ～ 11:00

白岩ベースボールクラブ

（渡邊和浩）
小学 1 年～ 6 年

白岩小

グラウンド・体育館
（火・水・金）17:00 ～ 19:00　（土・日）9:00 ～ 12:00

中川ドリーマーズ

（後藤学）
小学 1 年～ 6 年

中川山村広場、

中川小体育館

【4 月～ 10 月】（火・水・木・金）16:00 ～ 18:00　（土）9:00 ～

11:00
【11 月～ 3 月】（火・木）16:00 ～ 18:00　（土）9:00 ～ 11:00

田沢湖イーグルス

（畠山隆憲）
小学 1 年～ 6 年

生保内小

グラウンド・体育館

【高学年・週 4 日】16:00 ～ 18:00　（休日）9:00 ～ 11:00
【低学年・週 2 日】2 時間程度

神代若鮎野球

（荒澤勇希）
小学 3 年～ 6 年

神代小グラウンド・

体育館　ほか
（平日）17:00 ～ 19:00　（休日）9:00 ～ 11:00 の週 4 日

西明寺野球クラブ

（櫻田敬章）
小学 3 年～ 6 年

西明寺小

グラウンド・体育館

【4 月～ 10 月】（月・水・金）16:30 ～ 19:00  （土）13:00 ～ 17:00
【11 月～ 3 月】（火・木）18:00 ～ 20:00  （土）13:00 ～ 16:00

桧木内ベアーズ

（門脇広次）
小学 1 年～ 6 年

桧木内小

グラウンド・体育館
（火・水・金）16:30 ～ 18:30　（土・日）9:00 ～ 12:00

● ミニバスケットボール

角館ブラザーズ

（高橋聡）
小学 1 年～ 6 年

角館小体育館、

角館東地区公民館

（月・水）17:30 ～ 19:30　（金）18:00 ～ 19:30　（土）9:00 ～

12:00

角館ミニバスケットボール

クラブ（伊澤敦）
小学 3 年～ 6 年 角館小体育館 （火・木・金）17:00 ～ 19:30　（土・日  隔週）9:00 ～ 12:00

白岩ミニバスケットボール	

（菅原和美）
小学 2 年～ 6 年 白岩小体育館 （月・火・木・金）16:30 ～ 18:45

生保内イーストウィンズ

（田中博穂）
小学 1 年～ 6 年 生保内小体育館 （月・火・木・金）17:00 ～ 19:30

神代ミニバスケットボール

クラブ（藤井克亮）
小学 1 年～ 6 年 神代小体育館 （火・水・金・土）17:00 ～ 19:00

西明寺ミニバスケットボー

ルクラブ（阿部義昭）
小学 1 年～ 6 年 西明寺小体育館 （月・水・金）17:00 ～ 19:00　（土）9:00 ～ 11:00

桧木内ドリーム

（畠山祥）
小学 1 年～ 6 年 桧木内小体育館 （火・水・金）16:30 ～ 18:30　（土・日  どちらか）1 日

● サッカー

ＦＣ角館セレジェスタ

（竹内英樹）
小学 1 年～ 6 年

角館小グラウンド、

角館東地区公民館
（水・金）18:00 ～ 20:00　（土・日）10:00 ～ 12:00

田沢湖ＦＣ．サッカー

（指導者：信田昌史）
小学 1 年～ 6 年

生保内小グラウンド、

生保内公園サブグラ

ウンド

（木）15:30 ～ 18:00　（土）9:30 ～ 12:00

団名（親の会代表） 対象者 活動場所 活動日時

● バレーボール

きたうらバレーボールジュ

ニア（藤川信二）
小学 1 年～ 6 年

神代市民体育館、雲然

トレーニングセンター、

西木林業者等健康増

進施設

【神代市民体育館】（火・金）18:00 ～ 20:00　（第 1・第 3 日曜日）

9:00 ～ 12:00
（第 2・第 4 日曜日）9:00 ～ 12:00

● ソフトテニス

神代わかあゆジュニア

（藤本美紀子）
小学 1 年～ 6 年

神 代 中 学 校 テ ニ ス

コート、神代市民体

育館

（土）9:30 ～ 12:00

● バドミントン

仙北市バドミントンＪｒ．

（三浦真澄）
小学 1 年～中学 3 年

生保内・神代市民体

育館、西木健康増進

センター

【生保内】（月）　【西木】（火）　【神代】（木）19:00 ～ 21:00
【神代】（第 2・第 4 日曜日）9:00 ～ 12:00
【神代】（第 3 土曜日）13:00 ～ 17:00

● 陸上

角館陸上

（今野正則）
小学 1 年～中学 3 年

角館東地区公民館

体育館・グラウンド

【5 月～ 9 月】（土）8:30 ～ 11:00
【10 月～ 4 月】（第 2・4 土曜日）9:00 ～ 11:00

生保内ジュニアＲＣ

（千葉光一）
小学 1 年～ 6 年

生保内小・中グラウ

ンド、墓地公園
【週 2・3 回】（平日）16:30 ～ 18:00　（土・日）9:30 ～ 11:30

● 柔道

角館柔人クラブ

（児玉春美）
小学 1 年～ 6 年 角館武道館 （火・水・金）19:00 ～ 21:00

田沢湖慈愛館

（佐藤長繁）
小学生～ 神代武道館 （火）16:00 ～ 18:00　（土）13:30 ～ 16:00

たざわ湖柔友クラブ

（髙橋幸雄）
小学 1 年～中学生 生保内武道館 （水）16:00 ～ 18:00

● 剣道

有隣館角館道場

（内藤一己）
小学 1 年～中学 3 年 角館武道館 （火・水・金）19:00 ～ 21:00

田沢湖志成館道場

（三浦八千世）
小学 1 年～中学 3 年 生保内武道館

【4 月～ 10 月】（火・木・金）19:00 ～ 22:00
【11 月～ 3 月】（火・木・金）19:00 ～ 21:00

● アルペンスキー

角館ジュニアアルペンスキー

（鎌田和彦）
小学 1 年～ 6 年 たざわ湖スキー場 【スキー場オープン後】8:30 ～ 16:00

田沢湖ジュニア・スキー

（佐藤治栄）
小学 1 年～ 6 年 たざわ湖スキー場 【冬季】（土・日・祝日・冬休み期間）9:15 ～ 15:30

● クロスカントリースキー

角館クロスカントリー

（佐々木孝一）
小学 1 年～ 6 年

西長野交流センター、

たざわ湖スキー場ク

ロカンコース

【10 月～ 3 月】（土・日・祝）9:00 ～ 15:00

神代ＸＣ

（布谷寿）
小学 1 年～ 6 年

神代小グラウンド・

体育館、たざわ湖ス

キー場クロカンコース

【9 月～ 3 月】（月・水・金）15:00 ～ 17:00
【冬季】（土・日）9:00 ～ 15:00

● 水泳

きたうらアクア

（鈴木伸介）
小学 1 年～中学 3 年

雲然トレーニングセ

ンター、西木林業者

等健康増進施設

（月・水）18:00 ～ 19:00　（金）18:00 ～ 19:30

● その他

NPO スマイルジュニア

（小林堅治）
小学 1 年～ 3 年

雲然トレーニングセ

ンター

（水）18:00 ～ 19:00
（第 1・第 2 土曜日）13:00 ～ 15:00

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

陸
上

柔
道

剣
道

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

水
泳

そ
の
他

野
球

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

サ
ッ
カ
ー

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

仙北市スポーツ少年団活動案内
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平
成
27
年
度　

仙
北
市
人
事
異
動

《
部
長
級
》

▼
市
民
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
（
福
祉
保
健

部
次
長
兼
保
健
課
長
）
米
澤
実
▼
会
計
管
理
者
（
福

祉
保
健
部
次
長
兼
子
育
て
推
進
課
長
）
浦
山
昇
▼

教
育
部
長
（
教
育
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
）
畠
山

靖
▼
企
業
局
長
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

草
彅
博
美

《
次
長
級
》

▼
総
務
部
次
長
兼
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
（
市

民
課
長
）
佐
藤
祥
子
▼
市
民
福
祉
部
次
長
兼
市
民

生
活
課
長
（
総
務
部
次
長
兼
財
政
課
長
）
冨
岡
明

▼
市
民
福
祉
部
次
長
兼
長
寿
支
援
課
長
（
長
寿
支

援
課
長
兼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
佐
川
厚
子

▼
観
光
商
工
部
次
長
兼
角
館
樺
細
工
伝
承
館
長（
角

館
樺
細
工
伝
承
館
長
）
中
田
達
男
▼
農
林
部
総
合

産
業
研
究
所
長
（
管
財
課
長
兼
検
査
室
長
兼
入
札

契
約
室
長
）
佐
川
昇
平
▼
建
設
部
次
長
兼
都
市
整

備
課
長
（
下
水
道
課
長
）
高
橋
吉
一
▼
教
育
次
長

兼
教
育
指
導
課
長
（
秋
田
県
教
育
委
員
会
よ
り
）

田
口
和
典
▼
教
育
次
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）
田
口

幸
栄
▼
教
育
次
長
兼
文
化
財
課
長
（
文
化
財
課
長
）

小
松
誠
一
▼
議
会
事
務
局
長
（
議
会
事
務
局
参
事
）

三
浦
清
人
▼
監
査
委
員
事
務
局
長
（
生
涯
学
習
課

長
）
成
田
祐
子
▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
（
監

査
委
員
事
務
局
長
）
羽
崎
祥
一
▼
農
業
委
員
会
事

務
局
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
参
事
）
伊
藤
一
彦

平
成
27
年
4
月
1
日
付
け
　
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
（　

）
内
は
前
職
等

▼
企
業
局
次
長
（
田
沢
出
張
所
長
）
千
葉
浩
▼
医

療
局
次
長
兼
田
沢
湖
病
院
事
務
長
兼
総
務
管
理
課
長

（
田
沢
湖
病
院
事
務
長
兼
総
務
管
理
課
長
）
高
橋
信
次

《
総
務
部
》

【
総
務
課
】
▼
参
事
兼
総
務
係
長
（
参
事
）
鈴
木
一

芳
▼
課
長
補
佐
（
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
）
浅
利

美
智
子
▼
職
員
係
長
（
主
査
）
新
田
目
留
美
子
▼

文
書
広
報
係
長
（
農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室
係
長
）

髙
倉
正
人
▼
主
査［
自
治
労
秋
田
県
本
部
専
従
］（
総

合
産
業
研
究
所
主
査
）
鈴
木
匡
尚
▼
主
事
（
市
民

課
主
事
）
小
林
佳
織
▼
主
事
［
秋
田
県
市
町
村
課

派
遣
］（
社
会
福
祉
課
主
事
）
鶴
田
和
也

【
事
務
事
業
移
転
室
】
▼
主
査
（
財
政
課
主
査
）
猪

本
博
範

【
市
制
10
周
年
記
念
事
業
推
進
室
】
▼
室
長
［
兼
務
］

鈴
木
一
芳
▼
主
査
［
兼
務
］
猪
本
博
範

【
企
画
政
策
課
】▼
課
長
補
佐
兼
情
報
統
計
係
長（
角

館
総
合
病
院
医
事
課
課
長
補
佐
）
冨
岡
美
津
子
▼

課
長
補
佐
（
庁
舎
整
備
推
進
係
長
）
村
瀬
克
広
▼

庁
舎
整
備
推
進
係
長
（
主
任
）
永
井
尚
▼
企
画
政

策
係
長
（
主
査
）
藤
原
正
輝
▼
主
任
［
北
秋
田
市

派
遣
］（
桧
木
内
出
張
所
主
任
）
齋
藤
篤
▼
主
事
（
新

規
採
用
）
大
石
貴
之

【
定
住
対
策
推
進
室
】
▼
室
長
（
商
工
課
参
事
兼
商

工
物
産
係
長
）
大
山
肇
浩
▼
室
長
補
佐
（
観
光
課

係
長
［
一
般
社
団
法
人
角
館
町
観
光
協
会
派
遣
］）

阿
部
聡
▼
係
長
（
国
民
文
化
祭
推
進
室
班
長
）
武

【
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
】［
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
］

▼
主
任
（
文
化
財
課
主
任
）
伊
藤
薫

【
桧
木
内
出
張
所
】［
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
］
▼
所

長
兼
地
域
支
援
班
長
（
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長

補
佐
）伊
藤
一
智
▼
主
査（
上
桧
木
内
出
張
所
主
査
）

門
脇
千
秋

【
上
桧
木
内
出
張
所
】［
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
］
▼

所
長
兼
地
域
支
援
班
長
［
兼
務
］
伊
藤
一
智
▼
主

任
（
再
任
用
）
田
口
貴
代
子
▼
主
任
（
農
山
村
活

性
課
主
任
）
鈴
木
勝
久

《
市
民
福
祉
部
》

【
市
民
生
活
課
】
▼
参
事
（
市
民
課
参
事
）
高
橋
重

悦
▼
課
長
補
佐
（
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
兼
環
境

保
全
係
長
）
畠
山
和
人
▼
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長

（
市
民
課
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
）
渡
辺
美
幸
▼
課

長
補
佐
（
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
兼
生
活
安
全
係

長
）
清
水
洋
衛
▼
係
長
［
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
］（
市
民
課
係
長
［
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
派
遣
］）
田
口
吉
博
▼
消
費
生
活
係
長
（
企

画
政
策
課
主
査
）
伊
藤
香
▼
環
境
保
全
係
長
（
生

活
環
境
課
主
査
）
金
谷
頼
輝
▼
国
保
年
金
係
長
（
市

民
課
国
保
年
金
係
長
）
浅
利
正
幹
▼
主
査
（
生
活

環
境
課
主
査
）
西
宮
薫
▼
主
査
（
市
民
課
主
査
）

仲
野
谷
美
和
子
▼
主
査
（
市
民
課
主
査
）
樋
口
紀

子
▼
主
査
（
市
民
課
主
査
）
藤
枝
奈
美
子
▼
主
査

（
市
民
課
主
任
）
高
橋
章
典
▼
主
任
（
市
民
課
主
任
）

伊
藤
佑
▼
主
任
（
市
民
課
主
任
）
鈴
木
航
▼
主
任

（
市
民
課
主
任
）
高
橋
牧
子
▼
主
事
（
市
民
課
主
事
）

高
橋
怜
史
▼
主
事
（
市
民
課
主
事
）
小
木
田
奈
津

希
▼
主
事
（
新
規
採
用
）
藤
田
東

【
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
】
▼
所
長
［
兼
務
］
冨
岡
明

▼
所
長
補
佐
［
兼
務
］
畠
山
和
人
▼
係
長
［
兼
務
］

金
谷
頼
輝
▼
主
査
［
兼
務
］
西
宮
薫

【
社
会
福
祉
課
】
▼
保
護
係
長
（
主
査
）
田
口
須
久

美
▼
主
事
（
新
規
採
用
）
冨
岡
京
介
▼
主
事
（
新

規
採
用
）
鈴
木
裕
香

藤
寛
幸
▼
主
任
（
企
画
政
策
課
主
任
）
柏
谷
有
紀

【
財
政
課
】
▼
課
長
（
企
画
政
策
課
参
事
兼
企
画
政

策
係
長
）
戸
澤
浩
▼
参
事
（
企
業
局
業
務
課
参
事
）

浅
利
喜
一
郎
▼
課
長
補
佐
（
管
財
課
課
長
補
佐
）

伊
藤
誠
孝
▼
管
財
係
長
（
管
財
課
管
財
係
長
）
佐
々

木
勇
人
▼
国
土
調
査
係
長
（
管
財
課
主
査
）
草
彅

聡
▼
主
任
（
税
務
課
主
任
）
渡
辺
百
合
子

▼
技
術
員（
管
財
課
技
術
員
）大
山
実
▼
技
術
員（
管

財
課
技
術
員
）
髙
橋
繁
幸

【
税
務
課
】
▼
参
事
（
企
画
政
策
課
課
長
補
佐
兼
情

報
統
計
係
長
）
畠
山
幸
誠
▼
課
長
補
佐
兼
納
税
係

長
（
課
長
補
佐
）
門
脇
朋
宏
▼
課
長
補
佐
兼
固
定

資
産
税
係
長
（
課
長
補
佐
兼
納
税
係
長
）
草
彅
秀

典
▼
主
任
（
会
計
課
主
任
）
中
嶋
り
え
▼
主
事
（
新

規
採
用
）
須
藤
健

【
総
合
防
災
課
】
▼
課
長
補
佐
［
併
任
］（
大
曲
仙

北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
よ
り
）
山
本
啓

彦
▼
交
通
防
犯
係
長
（
生
活
環
境
課
主
査
）
湯
澤

満
▼
消
防
係
長
（
主
任
）
木
元
康
幸
▼
主
事
（
生

活
環
境
課
主
事
）
阿
部
良

【
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
】［
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
］

▼
参
事
（
所
長
補
佐
）
伊
藤
聡
▼
所
長
補
佐
（
所

長
補
佐
兼
地
域
支
援
班
長
）
藤
原
一
恵
▼
地
域
支

援
班
長
（
主
任
）
佐
々
木
信
介
▼
技
術
主
任
（
技

術
員
）
田
口
孝
男

【
田
沢
出
張
所
】［
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
］▼
所
長（
税

務
課
参
事
）
石
川
一
幸
▼
所
長
補
佐
兼
地
域
支
援

班
長
（
所
長
補
佐
）
伊
藤
静
子

【
神
代
出
張
所
】［
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
］
▼
所
長

（
下
水
道
課
課
長
補
佐
）
髙
橋
英
樹
▼
参
事
兼
地
域

支
援
班
長
（
所
長
補
佐
）
三
浦
み
ど
り
▼
主
任
（
再

任
用
）
高
橋
加
名
子

【
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
】［
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
］

▼
所
長
補
佐
（
企
業
局
工
務
課
課
長
補
佐
兼
工
務

係
長
）
藤
原
重
實
▼
主
査
（
生
活
環
境
課
主
査
）

高
橋
百
合
子

【
子
育
て
推
進
課
】
▼
課
長
（
参
事
兼
平
福
記
念
美

術
館
長
）長
松
谷
光
▼
参
事（
参
事
兼
家
庭
援
護
係
長
）

細
川
秀
清
▼
家
庭
援
護
係
長
（
主
査
）
戸
嶋
雅
美

【
法
人
化
準
備
室
】
▼
参
事
兼
室
長
（
事
務
事
業
移

転
室
室
長
補
佐
）
大
澤
裕
司
▼
係
長
［
子
育
て
支

援
係
長
兼
務
］
若
松
正
輝
▼
主
任
（
再
任
用
）
伊

藤
州
子
▼
主
任
（
再
任
用
）
藤
原
春
美
▼
主
任
（
財

政
課
主
任
）
佐
藤
真

【
だ
し
の
こ
園
】
▼
参
事
兼
園
長
（
生
保
内
幼
稚
園

副
園
長
）
佐
々
木
真
貴
子
▼
副
園
長
（
生
保
内
保

育
園
副
園
長
）
畠
山
孝
子
▼
副
園
長
（
生
保
内
幼

稚
園
主
査
教
諭
）
中
島
美
由
紀
▼
主
査
保
育
教
諭

（
生
保
内
保
育
園
主
査
保
育
士
）
毛
江
田
ゆ
か
り
▼

主
査
保
育
教
諭
（
神
代
保
育
園
主
査
保
育
士
）
浦

山
光
子
▼
主
査
保
育
教
諭
（
生
保
内
保
育
園
主
査

保
育
士
）
横
田
笑
子
▼
主
査
保
育
教
諭
（
生
保
内

保
育
園
主
任
保
育
士
）
大
沼
佳
子
▼
保
育
教
諭
（
田

沢
幼
稚
園
教
諭
）
小
久
保
佳
代
▼
保
育
教
諭
（
生

保
内
保
育
園
保
育
士
）
長
橋
大
輔
▼
保
育
教
諭
（
新

規
採
用
）
須
田
那
津
美
▼
保
育
教
諭
（
新
規
採
用
）

高
橋
希
▼
技
術
員
（
生
保
内
保
育
園
技
術
員
）
千

田
し
づ
子

【
神
代
こ
ど
も
園
】
▼
参
事
兼
園
長
（
神
代
幼
稚
園

副
園
長
）
川
井
朋
子
▼
副
園
長
（
生
保
内
保
育
園

主
査
保
育
士
）
佐
藤
由
紀
子
▼
副
園
長
（
角
館
保

育
園
主
査
保
育
士
）
熊
谷
ひ
と
み
▼
主
査
保
育
教

諭
（
生
保
内
保
育
園
主
査
保
育
士
）
稲
田
文
子
▼

主
査
保
育
教
諭
（
神
代
保
育
園
主
査
保
育
士
）
浅

利
ま
ゆ
み
▼
主
査
保
育
教
諭
（
神
代
保
育
園
主
査

保
育
士
）
鬼
川
真
由
美
▼
主
査
保
育
教
諭
（
神
代

保
育
園
主
査
保
育
士
）
高
橋
史
子
▼
主
任
保
育
教

諭
（
神
代
保
育
園
主
任
保
育
士
）
村
田
信
子
▼
主

任
保
育
教
諭
（
生
保
内
保
育
園
主
任
保
育
士
）
大

石
智
恵
▼
保
育
教
諭
（
神
代
幼
稚
園
教
諭
）
伊
藤

真
希
▼
保
育
教
諭
（
神
代
保
育
園
保
育
士
）
高
橋

美
里
▼
主
任
栄
養
士
（
神
代
保
育
園
主
任
栄
養
士
）

羽
崎
美
鈴
▼
技
術
員
（
再
任
用
）
藤
原
み
き
子
▼

技
術
員
（
神
代
保
育
園
技
術
員
）
菅
原
喜
恵
子

【
角
館
保
育
園
】
▼
参
事
兼
園
長
（
園
長
）
高
橋
智
子

▼
保
育
士
（
神
代
保
育
園
保
育
士
）
相
馬
千
穂
▼

保
育
士
（
新
規
採
用
）
齋
藤
孝
史
▼
保
育
士
（
新

規
採
用
）
八
柳
友
佳
里
▼
保
育
士
（
新
規
採
用
）

田
口
春
香
▼
看
護
師
（
に
し
き
園
看
護
師
）
鈴
木
喜
子

【
白
岩
小
百
合
保
育
園
】
▼
園
長
（
田
沢
幼
稚
園
長
）

平
岡
千
寿
子
▼
副
園
長
（
主
査
保
育
士
）
高
橋
俊

子
▼
主
任
保
育
士
（
再
任
用
）
草
彅
喜
世
子

【
角
館
西
保
育
園
】
▼
園
長
（
副
園
長
）
鈴
木
美
智

子
▼
副
園
長
（
角
館
保
育
園
主
査
保
育
士
）
茂
木

由
美
子

【
に
こ
に
こ
保
育
園
】
▼
参
事
兼
園
長
（
神
代
保
育

園
副
園
長
）
荒
木
田
真
由
美

【
長
寿
支
援
課
】
▼
参
事
兼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

管
理
者
（
課
長
補
佐
兼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
管

理
者
）
大
石
好
子
▼
課
長
補
佐
（
課
長
補
佐
兼
長

寿
い
き
が
い
係
長
）
高
橋
精
一
▼
長
寿
い
き
が
い

係
長
（
社
会
福
祉
課
保
護
係
長
）
佐
藤
潔

【
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】
▼
所
長
（
所
長
補
佐
）
浅

利
和
磨
▼
主
事
（
新
規
採
用
）
齋
藤
亜
希
子
▼
主

任
保
健
師
（
保
健
課
母
子
保
健
係
長
兼
主
任
保
健

師
）
新
山
紀
恵
子

【
に
し
き
園
】
▼
主
任
理
学
療
法
士
（
田
沢
湖
病
院

主
任
理
学
療
法
士
）
小
松
嘉
彦
▼
主
任
管
理
栄
養

士
（
保
健
課
主
任
管
理
栄
養
士
）
戸
澤
美
加
子

【
保
健
課
】
▼
課
長
（
文
化
財
課
参
事
兼
桜
係
長
）

中
村
和
彦
▼
課
長
補
佐
（
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）

杉
本
貴
志
▼
母
子
保
健
係
長
兼
主
任
保
健
師
（
成

人
保
健
係
長
兼
主
任
保
健
師
）
阿
部
栄
子
▼
成
人

保
健
係
長
兼
主
任
保
健
師
（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

主
任
保
健
師
）
西
宮
律
子
▼
総
務
係
長
（
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
係
長
）
保
坂
博
明
▼
主
任
保
健
師
（
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
）
竹
内
由
美
子
▼
主
任

栄
養
士
（
角
館
保
育
園
主
任
栄
養
士
）
村
田
美
保
子

【
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
】
▼
主
任
（
保
健
課
主
任
）

伊
澤
貴
子
▼
主
任
保
健
師
（
保
健
課
主
任
保
健
師
）

草
彅
照
美

【
歯
科
診
療
所
】
▼
事
務
長
［
兼
務
］
中
村
和
彦

【
西
明
寺
診
療
所
】
▼
事
務
長
［
兼
務
］
中
村
和
彦

《
観
光
商
工
部
》

【
観
光
課
】
▼
参
事
（
仙
北
市
Ｔ
Ｉ
Ｃ
所
長
）
冨
木

弘
一
▼
観
光
施
設
係
長
（
都
市
整
備
課
主
査
）
渡

邉
敬
▼
観
光
係
長
（
観
光
施
設
係
長
）
栗
原
和
彦

▼
主
査
（
主
任
）
佐
々
木
美
樹
子
▼
主
事
（
新
規

採
用
）
伊
藤
奈
菜

【
農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室
】
▼
係
長
（
主
査
）
田

口
聡
美
▼
主
任
（
長
寿
支
援
課
主
任
）
吉
田
健
二

▼
主
事
（
新
規
採
用
）
坂
本
昂
嶺

【
商
工
課
】
▼
課
長
（
総
合
産
業
研
究
所
参
事
）
佐

藤
人
志
▼
参
事
兼
商
工
物
産
係
長
兼
雇
用
企
業
振

興
係
長
（
課
長
補
佐
兼
雇
用
企
業
振
興
係
長
）
大

山
隆
誠
▼
主
査
（
主
任
）
伊
藤
美
佳
▼
主
査
（
主

任
）佐
藤
善
文
▼
主
事（
総
合
産
業
研
究
所
主
事［
㈱

あ
き
た
食
彩
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
派
遣
］）
筒
崎
祐
也

【
角
館
樺
細
工
伝
承
館
】
▼
参
事
（
館
長
補
佐
）
柏

谷
真
一
▼
主
任
（
再
任
用
）
高
倉
忠
子

《
農
林
部
》

【
農
山
村
活
性
課
】
▼
参
事
（
課
長
補
佐
）
赤
倉
一

男
▼
参
事
［
兼
務
］
髙
橋
英
樹
▼
課
長
補
佐
兼
農

務
係
長
（
課
長
補
佐
）
藤
村
幸
子
▼
主
査
（
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
主
査
）伊
藤
カ
オ
リ
▼
主
査（
主
任
）

戸
澤
真
▼
主
任
（
企
画
政
策
課
主
任
）
齋
藤
和
彦

▼
主
任
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任
）
大
澤
渉

【
総
合
産
業
研
究
所
】
▼
事
務
局
長
（
神
代
出
張

所
長
）
三
浦
正
紀
▼
主
事
［
㈱
あ
き
た
食
彩
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
派
遣
］（
観
光
課
主
事
）
菅
原
耕
洋
▼
主

事
（
新
規
採
用
）
伊
藤
大
地

《
建
設
部
》

【
建
設
課
】
▼
課
長
補
佐
兼
工
事
係
長
（
工
事
係
長
）

三
木
啓
元

【
都
市
整
備
課
】
▼
主
査
（
再
任
用
）
髙
橋
貞
二

【
下
水
道
課
】
▼
課
長
（
参
事
）
吉
田
稔
▼
参
事
（
観

光
課
参
事
兼
観
光
係
長
）
髙
橋
德
夫
▼
参
事
（
課

長
補
佐
）
橋
本
定
美
▼
課
長
補
佐
（
総
務
係
長
）

浅
利
一
美
▼
総
務
係
長
（
総
務
課
文
書
広
報
係
長
）

高
橋
良
宣

《
会
計
管
理
者
》

【
会
計
課
】
▼
課
長
補
佐
（
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）

運
藤
俊
子
▼
会
計
係
長
（
税
務
課
固
定
資
産
税
係

長
）
千
田
千
春

【
契
約
検
査
室
】
▼
室
長
［
兼
務
］
浦
山
昇
▼
係
長

（
入
札
契
約
室
主
査
）
渡
辺
直
弥

《
教
育
委
員
会
事
務
局
》

【
教
育
総
務
課
】
▼
課
長
（
教
育
指
導
課
参
事
）
齋

藤
栄
子
▼
参
事
兼
総
務
係
長
兼
管
理
係
長
（
総
務

課
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
朝
水
勝
巳

【
教
育
指
導
課
】
▼
課
長
補
佐
（
課
長
補
佐
兼
教
育

指
導
係
長
）
芳
賀
満
希
子
▼
教
育
指
導
係
長
（
観

光
課
主
査
）
草
彅
直
子
▼
主
査
（
国
民
文
化
祭
推

進
室
主
査
）
髙
橋
由
紀

【
北
浦
教
育
文
化
研
究
所
】
▼
指
導
主
事
（
秋
田
県

教
育
委
員
会
よ
り
）
米
澤
孝
子
▼
指
導
主
事
（
秋

田
県
教
育
委
員
会
よ
り
）
鈴
木
徹

【
生
保
内
小
学
校
】
▼
技
術
主
任
（
生
保
内
中
学
校

技
術
主
任
）
田
村
美
紀
子

【
中
川
小
学
校
】
▼
技
術
主
任
（
技
術
員
）
戸
嶋
好

【
生
保
内
中
学
校
】
▼
技
術
員
（
神
代
保
育
園
技
術

員
）
船
山
純
子
▼
技
術
員
（
神
代
小
学
校
技
術
員
）

小
玉
知
広

【
神
代
中
学
校
】
▼
技
術
員
（
生
保
内
中
学
校
技
術

員
）
伊
藤
里
巳

【
田
沢
湖
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】▼
参
事
兼
所
長（
田

沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
参
事
）
草
彅
裕
士

【
生
涯
学
習
課
】
▼
課
長
兼
生
涯
学
習
係
長
（
商
工

課
長
）
黒
澤
久
美
子
▼
主
任
（
国
民
文
化
祭
推
進

室
主
任
）
青
山
昌
宏

【
田
沢
湖
公
民
館
】
▼
館
長
（
参
事
兼
館
長
兼
庶
務

係
長
兼
事
業
係
長
）
佐
々
木
幸
美
▼
庶
務
係
長
兼
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事
業
係
長
（
企
業
局
業
務
課
業
務
係
長
）
真
崎
智
明

【
角
館
公
民
館
】
▼
館
長
兼
庶
務
係
長
兼
事
業
係
長

（
参
事
兼
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
・
学
習
資
料
館
長
）
鈴

木
孝
昭

【
西
木
公
民
館
】▼
館
長
兼
庶
務
係
長
兼
事
業
係
長（
参

事
兼
館
長
兼
庶
務
係
長
兼
事
業
係
長
）
武
藤
真
利
子

【
市
民
会
館
】
▼
参
事
兼
館
長
（
館
長
補
佐
兼
業
務

係
長
兼
管
理
係
長
）
新
田
康
久
▼
館
長
補
佐
兼
業

務
係
長
兼
管
理
係
長
（
平
福
記
念
美
術
館
管
理
係

長
）
萩
原
宏
道

【
田
沢
湖
図
書
館
】
▼
参
事
兼
館
長
兼
総
務
係
長
兼

奉
仕
係
長
（
館
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
奉
仕
係
長
）

松
田
修
子
▼
主
査（
角
館
保
育
園
主
査
保
育
士
）佐
々

木
光
子

【
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
・
学
習
資
料
館
】
▼
参
事
兼
館

長
兼
業
務
係
長
兼
管
理
係
長
（
館
長
補
佐
兼
業
務

係
長
兼
管
理
係
長
）
水
平
裕
見
子
▼
主
査
（
農
山

村
活
性
課
主
任
）
齋
藤
五
月
▼
主
査
（
主
任
）
明
平

裕
子

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】
▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
（
主

査
）
平
岡
太
一
▼
主
査
（
主
任
）
金
野
真
悟
▼
主

事
（
新
規
採
用
）
小
山
拓
良

【
文
化
財
課
】
▼
参
事
兼
桜
係
長
（
参
事
兼
市
民
会

館
長
兼
田
沢
湖
図
書
館
長
）
藤
原
真
栄

【
平
福
記
念
美
術
館
】
▼
館
長
（
参
事
兼
角
館
公
民

館
長
）
草
彅
正
勝
▼
館
長
補
佐
兼
管
理
係
長
（
生

涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
）
松
橋
幸
太
郎

《
議
会
事
務
局
》

▼
事
務
局
長
補
佐
（
総
務
係
長
）
髙
階
栄
子
▼
総

務
係
長
（
主
任
）
堀
川
貴
吉

《
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
》

▼
係
長
（
主
査
）
石
橋
良
晴

《
農
業
委
員
会
事
務
局
》

▼
参
事
兼
庶
務
係
長
（
事
務
局
長
補
佐
兼
庶
務
係

長
）
門
脇
益
美
▼
農
地
係
長
兼
農
政
係
長
（
農
山

村
活
性
課
農
務
係
長
）
樫
尾
健

《
企
業
局
》

【
業
務
課
】
▼
課
長
兼
業
務
係
長
（
課
長
）
佐
藤
義
一

【
工
務
課
】
▼
課
長
（
農
山
村
活
性
課
参
事
兼
秋
田

ス
ギ
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
）
浅
利

和
嗣
▼
参
事
兼
工
務
係
長
（
管
財
課
参
事
）
西
宮

雅
成
▼
主
査
（
主
任
）
門
脇
久
行
▼
技
術
主
任
（
田

沢
湖
公
民
館
技
術
員
）
田
口
康
男

《
医
療
局
》

【
医
療
管
理
課
】
▼
課
長
［
兼
務
］（
市
立
角
館
総

合
病
院
事
務
長
）
菅
原
貞
男

《
市
立
田
沢
湖
病
院
》

【
診
療
科
】
▼
主
任
理
学
療
法
士
（
に
し
き
園
主
任

理
学
療
法
士
）
武
藤
隆

【
看
護
科
】
▼
主
任
看
護
師
（
看
護
師
）
大
山
香
愛

▼
看
護
師（
新
規
採
用
）稲
田
慶
次
郎
▼
看
護
師（
新

規
採
用
）
稲
田
美
穂

《
市
立
角
館
総
合
病
院
》

【
診
療
部
】
▼
副
院
長
兼
整
形
外
科
科
長
（
診
療
部

長
兼
整
形
外
科
科
長
）
蝦
名
寿
仁
▼
診
療
部
長
兼

精
神
科
科
長
（
副
診
療
部
長
兼
精
神
科
科
長
）
佐
々

木
道
基
▼
副
診
療
部
長
兼
血
管
内
脳
神
経
外
科
科

長
兼
手
術
室
室
長
（
血
管
内
脳
神
経
外
科
科
長
兼

手
術
室
室
長
）
山
口
卓
▼
消
化
器
内
科
医
長
（
新

規
採
用
）
武
田
健
一
▼
精
神
科
医
長
（
新
規
採
用
）

猪
股
良
之
▼
産
婦
人
科
医
師
（
秋
田
県
健
康
福
祉

部
医
務
薬
事
課
よ
り
）
高
山
怜
子
▼
薬
剤
科
次
長

［
薬
剤
科
長
心
得
］（
主
任
薬
剤
師
）
鈴
木
健
一
▼

透
析
室
技
師
長
（
主
任
臨
床
工
学
技
士
）
佐
藤
勝

▼
臨
床
検
査
科
副
技
師
長
（
主
任
臨
床
検
査
技
師
）

千
葉
満
俊
▼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
副
技
師
長

（
主
任
理
学
療
法
士
）
千
葉
守

▼
主
任
薬
剤
師
（
薬
剤
師
）
山
田
華
子

【
看
護
部
】
▼
副
看
護
部
長
（
手
術
室
看
護
師
長
兼

中
央
材
料
室
看
護
師
長
）
菅
原
和
幸
▼
外
来
診
療

室
看
護
師
長
（
第
４
東
病
棟
看
護
師
長
）
林
崎
映
子

▼
手
術
室
看
護
師
長
兼
中
央
材
料
室
看
護
師
長（
手

術
室
主
任
看
護
師
）
山
田
和
子
▼
第
４
東
病
棟
看

護
師
長
（
第
４
東
病
棟
主
任
看
護
師
）
高
橋
直
美

▼
外
来
診
療
室
看
護
師
長
［
医
療
安
全
担
当
］（
外

来
診
療
室
主
任
看
護
師
）
阿
部
真
須
美
▼
外
来
診

療
室
主
任
看
護
師
（
第
５
病
棟
主
任
看
護
師
）
千

葉
幸
子
▼
手
術
室
主
任
看
護
師
（
看
護
師
）
辻
潮

▼
第
４
東
病
棟
主
任
看
護
師
（
第
４
西
病
棟
主
任

看
護
師
）
靏
田
こ
ず
え
▼
第
４
西
病
棟
主
任
看
護

師
（
看
護
師
）
小
山
栄
利
子
▼
看
護
師
（
新
規
採
用
）

小
山
由
紀
子
▼
看
護
師
（
新
規
採
用
）
千
葉
沙
織

▼
看
護
師（
新
規
採
用
）戸
澤
さ
や
か
▼
看
護
師（
再

任
用
）
藤
木
ト
ヨ
子
▼
准
看
護
師
（
再
任
用
）
戸

村
悦
子

【
事
務
部
】［
総
務
管
理
課
］
▼
管
理
係
長
（
主
任
）

柏
谷
英
俊
▼
主
査
（
管
財
課
主
査
）
金
本
義
明

［
医
事
課
］
▼
主
任
（
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
主
任
）

戸
嶋
く
み
子

［
病
院
建
設
推
進
室
］
▼
建
設
班
長
（
班
長
）
小
林

龍
夫
▼
計
画
班
長
（
都
市
整
備
課
主
任
）
伊
澤
達
也

《
退
職
》

▼
雲
雀
秀
人
（
市
民
生
活
部
長
）
▼
加
藤
隆
政
（
福

祉
保
健
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）
▼
高
橋
新
子
（
総

合
産
業
研
究
所
長
）
▼
新
山
敦
晃
（
会
計
管
理
者
）

▼
羽
川
茂
幸
（
教
育
部
長
）
▼
高
橋
真
（
企
業
局
長
）

▼
田
中
宣
男
（
議
会
事
務
局
長
）
▼
髙
橋
貞
二
（
総

務
部
次
長
兼
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
能
美

寛
一
（
市
民
生
活
部
次
長
兼
生
活
環
境
課
長
）
▼

簗
田
正
（
建
設
部
次
長
兼
都
市
整
備
課
長
）
▼
藤

村
一
栄
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▼
山
田
幸
一

（
企
業
局
次
長
兼
工
務
課
長
）
▼
田
口
貴
代
子
（
桧

木
内
出
張
所
長
）▼
伊
藤
州
子（
生
保
内
保
育
園
長
）

▼
高
橋
恵
子
（
白
岩
小
百
合
保
育
園
長
）
▼
鈴
木

美
代
子
（
角
館
西
保
育
園
長
）
▼
草
彅
喜
世
子
（
神

代
保
育
園
長
）
▼
藤
原
春
美
（
に
こ
に
こ
保
育
園

長
）
▼
藤
田
啓
子
（
に
し
き
園
主
任
管
理
栄
養
士
）

▼
林
崎
ひ
と
み
（
保
健
課
主
任
栄
養
士
）
▼
新
目

ユ
ミ
子
（
白
岩
小
百
合
保
育
園
副
園
長
）
▼
大
澤

明
美
（
角
館
保
育
園
主
査
保
育
士
）
▼
細
川
ま
ゆ

み
（
角
館
樺
細
工
伝
承
館
主
査
）
▼
高
倉
忠
子
（
教

育
総
務
課
参
事
兼
総
務
係
長
兼
管
理
係
長
）
▼
稲

田
正
之
（
田
沢
湖
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼

藤
原
み
き
子
（
神
代
幼
稚
園
技
術
主
任
）
▼
堀
川

則
子
（
生
保
内
小
学
校
技
術
員
）
▼
高
橋
加
名
子

（
企
業
局
業
務
課
課
長
補
佐
）
▼
北
條
康
之
（
市
立

角
館
総
合
病
院
精
神
科
医
長
）
▼
鈴
木
謙
一
（
同

消
化
器
内
科
医
師
）
▼
髙
橋
和
江
（
同
産
婦
人
科

医
師
）
▼
大
楽
香
子
（
同
栄
養
科
技
師
長
）
▼
千

葉
マ
リ
子
（
同
主
任
臨
床
検
査
技
師
）
▼
藤
原
紀

津
子
（
同
副
看
護
部
長
）
▼
藤
木
ト
ヨ
子
（
同
看

護
師
長
）
▼
門
脇
瑞
（
同
看
護
師
長
）
▼
佐
藤
紀

世
子
（
同
看
護
師
）
▼
菅
原
土
茂
子
（
同
看
護
師
）

▼
児
玉
薫
（
同
看
護
師
）
▼
戸
村
悦
子
（
同
准
看

護
師
）
▼
菅
原
勝
人
（
同
総
務
管
理
課
課
長
補
佐

兼
管
理
係
長
）

《
帰
任
》

[

秋
田
県
教
育
委
員
会
へ
］
▼
田
口
桂
一
郎
（
教
育

次
長
兼
教
育
指
導
課
長
）
▼
三
浦
政
喜
（
北
浦
教

育
文
化
研
究
所
指
導
主
事
）
▼
梁
田
一
史
（
同
指

導
主
事
）

[

秋
田
県
へ]

▼
熊
谷
英
樹
（
仙
北
市
Ｔ
Ｉ
Ｃ
所
長

補
佐
）

《
再
任
用
任
期
満
了
》

▼
大
石
誠
亮（
収
納
対
策
室
主
査
）▼
高
村
省
弘（
同

主
査
）
▼
戸
村
和
子
（
神
代
出
張
所
主
任
）
▼
田

口
み
ゐ
子
（
上
桧
木
内
出
張
所
主
任
）
▼
川
村
加

寿
子
（
生
保
内
保
育
園
栄
養
士
）
▼
坂
本
久
子
（
保

健
課
保
健
師
）
▼
草
彅
悟
（
国
民
文
化
祭
推
進
室

長
）▼
安
藤
純（
市
立
角
館
総
合
病
院
薬
剤
科
科
長
）

▼
伊
藤
聖
子
（
同
准
看
護
師
）
▼
門
脇
ち
や
子
（
同

准
看
護
師
）
▼
高
根
美
穂
子
（
同
准
看
護
師
）
▼

田
村
美
和
子
（
同
准
看
護
師
）

仙北市人事異動
平成27年度

おしらせナビ
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相
談
相
談

募
集
募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

無料法律相談を開催します
　市では、法律問題でお困りの方が、お

気軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談

できるよう、秋田弁護士会のご協力をい

ただき、次のとおり無料法律相談を開催

します。

【日時】4 月 28 日 火 13:30 ～

【会場】角館交流センター 第 2 研修室

【相談員】草薙秀樹弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ◎サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ◎中小企業・個人

事業に関するご相談 ◎高齢者・障がい

者に関するご相談 ◎交通事故に関する

ご相談 ◎子どもに関するご相談

【申込方法】事前に電話予約が必要です。

総務課総務係に電話であらかじめ予約

してください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1 日先着 5 人。1 人 30 分

以内。（① 13:30 ～ 14:00  ② 14:05

～ 14:35  ③ 14:40 ～ 15:10  ④

15:15 ～ 15:45  ⑤ 15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎ 43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

仙北市『春の花』
写真コンテスト作品募集 !!
　仙北市商工会では、動画配信サイト『い

いべチャンネル』（http://iibe.jp）で、ミ

ズバショウ、カタクリ群生、シダレザクラ、

ソメイヨシノ等の仙北市の『春の花』に

関する写真を募集しています。最優秀賞、

優秀賞の受賞作品は同ホームページに掲

載されるほか、素敵な副賞も贈呈されま

すので、ぜひご応募ください。

【応募期間】5 月 31 日 日 まで

【応募資格】仙北市『春の花』に関する写

真を携帯電話、スマートフォン、タブ

レット（以上までスマホ部門）、デジタ

ルカメラで撮影した方（デジカメ部門）。

（1 人 3 点まで応募可能）

【応募方法】撮影した写真を下記のメール

アドレスに送信（郵送での受付は不可）。

　kakunodate@shoko.skr-akita.or.jp

【必要事項】件名に《仙北市『春の花』写

真コンテスト『スマホ部門』または『デ

ジカメ部門』》と入力し、次の項目を入

力のうえ応募。①氏名（ふりがな）　②

ご連絡先（郵便番号・住所・電話番号）

【審査発表】『いいべチャンネル』上で、

受賞作品と氏名、住所（都道府県のみ）

を掲載し、入賞者にはメールで連絡。

【問合せ】仙北市商工会  ☎ 54-2304

OSHIRASE NAVI募　集 OSHIRASE NAVIイベント

古民家再生 ビッキ倶楽部
４月のイベント

【 ペーパークラフト】
　自分の使い勝手にあわせて作るバッグ

や小物が人気です。都合のいい時だけの

参加ＯＫ。初回の方は事前のご連絡を。

【日時】4 月 19 日 日・26 日 日 9:00

～ 12:00

【参加費】1 回 1,000 円（材料費別）

【問合せ】3 Ｗ田沢湖事務局  ☎ 43-2370

　古民家ビッキ倶楽部は、ご家庭の一室

のように身近な感覚で利用できる多目的

スペースです。襖を取り外すと大広間に

なる和室だけでなく、おしゃれなリビン

グもあります。あなたの自由な発想で、

趣味のサークル活動やミニ展覧会などを

演出してみませんか。

樺細工で生まれ変わった
奇跡のピアノコンサート

【4 月 25 日 土 】斎藤洋（ピアノ）《ロマンス 嬰ヘ長調 op.28-2（シューマン）ほか》

【4 月 26 日 日 】廣田ちひろ（ピアノ）《イギリス組曲 第3番ト短調BWV808（バッ

ハ）ほか》

【4 月 29 日 水 】遠藤征志（ピアノ）・福井恵利子（フルート）《桜瞑想曲（遠藤

征志オリジナル・ピアノソロ）ほか》

【5 月 2 日 土 】長谷川留美子（ソプラノ）・伊藤伸（ピアノ）《若葉（平岡均之）ほか》

【5 月 3 日 日 】畠山久雄（フルート）・安藤満里（クラリネット）・畠山由美（ピ

アノ）《いい日旅立ち（谷村新司）ほか》

【5 月 4 日 月 】大曲高等学校合唱部《今日、明日、また明日（本田武久 / 詞）ほか》

【5 月 5 日 火 】田口順子（ピアノ）《ピアノソナタ「月光」（ベートヴェン）ほか》

【時間】各日とも 11:00～11:30、13:30 ～ 14:00 の 2 回公演。4 月 29 日の

み 14:30 ～の 1 回公演です。

【場所】平福記念美術館

【入館料】大人（高校生以上）300 円、コンサートのみの方は無料

【問合せ】安藤満里 ☎ 090-2989-2918  倉持千惠子  ☎ 090-5233-6127

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「第２９回国民文化祭・あきた２０１４」応援事業

※各日とも 11:00～11:30, 13:30～14:00 の２回公演。 
  4 月 29 日は 14:30～のみの 1 回公演です。  

曲目変更の場合はご了承下さい 

お問合せ 安藤 満里 倉持千惠子

主催 を楽しむ会～古きピアノに樺のアート・プロジェクト～

４ （土）
斎藤 洋 ピアノ

・ロマンス 嬰ヘ長調
シューマン

・ロマンス ヘ長調
チャイコフスキー

・ロマンス 変ニ長調
シベリウス ほか

４ （日）
廣田ちひろ ピアノ

・イギリス組曲 第 番ト短調ＢＷＶ８０８
（バッハ）

・喜びの島 （ドビュッシー） ほか

４ （水）
遠藤 征志 ピアノ
福井恵利子（フルート）

※この日は ： ～の公演です

・桜瞑想曲
（遠藤征志オリジナル・ピアノソロ）

・風花
（オリジナル・フルートピアノデュオ）
・チュニジアの夜

フルートピアノデュオ・ジャズ
ほか

（土）
長谷川留美子 ソプラノ

ピアノ・伊藤 伸

・若葉 （平岡均之）
・「五つの断章」より

（団伊玖磨）
・勿忘草（デ・クルティス）
・ 久石 譲

ほか

（日）
畠山 久雄 フルート
安藤 満里 クラリネット）

ピアノ・畠山 由美
・いい日旅立ち（谷村新司）
・チャップリン・シネマ・ミュージック・

メドレー（西川利夏 編）
・「フルートとクラリネットのための協奏

曲」より 第 楽章
（ ・ダンツィ） ほか

（月）
秋田県立

大曲高等学校合唱部

・花（滝 廉太郎）
・春が来た （岡野貞一）
・さくらさくら（日本古謡）
・今日、明日、また明日

本田武久 詞・
アベタカヒロ 曲

ほか

（火）
田口 順子（ピアノ）

・ピアノソナタ「月光」
（ベートーヴェン）

・ワルツ変イ長調「小犬」
（ショパン）

・もみの木
（シベリウス）

ほか

OSHIRASE NAVIイベント
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4/
１６ 木

●わくわく広場（さくラッコ10：30 ～11：30） 4/1･P27

●行政相談所開設日（角館交流センター13：00 ～16：00） 4/1･P28

１７ 金
●『ふるさと納税  ふるさと便事業』出品希望者説明会（角館交流センター18：00 ～） 4/1･P16

●笑いの会（角館健康管理センター10：00 ～11：30） 4/1･P23 

●新入社員歓迎激励会（角館交流センター13：30 ～） 4/1･P28

１８ 土
●かたくり群生の郷開園 5月3 日まで P2

●美術館コレクション展 6月21日まで（角館町平福記念美術館 9：00 ～17：00） P11

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10：00 ～） 4/1･P25

１９ 日
●古民家再生ビッキ倶楽部ペーパークラフト（田沢湖生保内字相内端 63　9：00 ～12：00） P19

●春の一斉クリーンアップ（市内各地区・町内 6：00 ～） 4/1･P17

２０ 月
●角館の桜まつり 5月5日まで P2

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所 10：00 ～12：00） 4/1･P29

２１ 火 ●こころの相談（角館交流センター） 4/1･P23

２２ 水 ●献血（詳しい時間・場所は13 ページをご覧ください） P13

２３ 木
●手作り教室（田沢湖図書館 10：00 ～） 4/1･P25

●すくすく成長記録 Day（さくラッコ10：30 ～11：30） 4/1･P27

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～16：00） 4/1･P29

２４ 金

２５ 土 ●奇跡のピアノコンサート（角館町平福記念美術館 11：00 ～、13：30 ～） P19

２６ 日

●奇跡のピアノコンサート（角館町平福記念美術館 11：00 ～、13：30 ～） P19

●古民家再生ビッキ倶楽部ペーパークラフト（田沢湖生保内字相内端 63　9：00 ～12：00） P19

●古民家再生ビッキ倶楽部第9回秋田版女性のための初心者ツーリング（ホテル森の風田沢湖
集合　10：３0 ～16：00） 4/1･P28 

２７ 月

２８ 火
●無料法律相談（角館交流センター13：30 ～） P19

●こころの相談（角館交流センター） 4/1･P23

２９ 水
●長崎県大村市、茨城県常陸太田市、秋田市交流都市物産展（市役所角館庁舎前 10：00 ～
16：00） P8

●奇跡のピアノコンサート（角館町平福記念美術館 14：30 ～） P19

３０ 木
●長崎県大村市、茨城県常陸太田市、秋田市交流都市物産展（市役所角館庁舎前 10：00 ～

16：00） P8

●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～19：00） P8

5/
１ 金

２ 土 ●奇跡のピアノコンサート 5日まで（角館町平福記念美術館 11：00 ～、13：30 ～） P19

３ 日

４ 月

５ 火

仙北市カレンダー ４/１６木  ～５/５火
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仙北市の花まつり

地域の話題

田沢湖再生クニマス里帰りプロ
ジェクトSTART!

定住対策推進室

まちづくり日記／介護保険事務
所からのお知らせ

市役所からのお知らせ

市民総参加健康づくりの日　
チャレンジデー／美術館コレク
ション展

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

保健・健康の掲示板

仙北市スポーツ少年団活動案内

平成27年度仙北市人事異動

おしらせナビ

カレンダー・目次

つ ぶ や き

広報担当者の

SR　広報の担当になり 5 年目を
迎えましたが、頭に入れておかな
ければいけないことは山ほどあり
ます。あれもこれもとなった自分
の頭の中は情報が散乱しているよ
うな感じ。「一旦整理しよう」→「ど
うやって？」の繰り返し。とりあ
えず趣味や運動でリフレッシュし
てみます。頭の整理につながるか
は不明ですが。

TK　新年度が始まりましたが相
変わらずバタバタと落ち着かない
日々を送る私にとってちょっとし
た癒しになっているのが通勤途中
に車の窓から見るミズバショウ。
ちらっと覗くたびに白い花が増え
ているとうれしくなります。対し
て私の机の上には一面の白い紙。
こちらは増える前に早く片付けな
くてはなりません…。

MT　4 月の人事異動で配属とな
りました。平成 7 年採用でちょ
うど 20 年。実はその時配属さ
れたのがここでした。そして引
き継いだ前任者も同じで、まさ
に歴史は繰り返されたのでした。
遠い昔のようですが、なんとな
く覚えているものです。しかし
余韻もなく締め切り間近。取材
の際はよろしくお願いします。

「
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 4月11日（土）～ 5月6日（水）

角館の桜まつり

 4月20日（月）～ 5月5日（火）

かたくり群生の郷開園

 4月18日（土）～ 5月3日（日）

問合せ
仙北市観光情報センター

「フォレイク」☎ 43-2111

問合せ
かたくり群生の郷保存会
☎ 47-3535

問合せ
角館の観光行事実行委員会

（仙北市観光課内）　☎ 43-3352

仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」
☎ 54-2700


